
令和８年度島本町自治会長連絡協議会 

第１回地域代表者会議（報告） 

 

【日時】令和８年５月２６日（火）午後６時３０分～７時４０分 

【場所】役場４階 議会第１・２会議室 

＜出席＞会長 外８名 

＜欠席＞３名 

 

【案件１】令和８年度の充職について 

事 務 局  （町としての充て職の考え方、各課から提出された依頼文を基に説明。例年ど

おりに委員選出が行われた。） 

 

 

【案件２】令和８年度講演会・意見交換会について 

事 務 局 全体会議で示したとおり、６月２７日に講演会と意見交換会の実施を予定し

ている。講演会のテーマは「自治会のＤＸ推進」とし、講師は現在調整中であ

る。実施方法としては、講演会の後、町内の３自治会から事例発表をしていた

だき、前年度と同様第１地域～第４地域に分かれて、講演会のテーマでの意見

交換会を考えている。 

会 長 ３自治会に事例発表をしてもらうとのことだが、時間配分はどうなるか。 

事 務 局 １自治会あたり５～１０分程度を想定している。 

地 域 代 表 町長に対して意見を述べる場にならないよう、参加者には意見交換の趣旨を

きちんと伝えてほしい。 

 

 

【案件３】今後の補助制度のあり方について 

事 務 局  （過去からの議論の経過、補助制度の考え方、見直し案について、資料を基に

説明。）集会所修繕や新たな事業への補助も含め、これまでの議論を踏まえ、

試算を行った。集会所を有する自治会については光熱水費等の施設管理費を

加味して 1 世帯あたり４５０円、集会所を有しない自治会については１世帯

あたり４００円とし、今後の補助金額については各自治会の活動を鑑みて検

討していきたい。そのほか、加入促進補助金として４万円、集会施設修繕補助

金として１８５万円の予算を確保することで、加入促進事業を行う自治会や

集会所の修繕が必要な自治会への支援を行うことを考えている。 

地 域 代 表 集会所の有無の割合は。 



事 務 局 集会所を有する自治会が２６、集会所を持たない自治会が２１。 

会 長 自治会では徴収した自治会費や町の補助金を積み立てて運営している。例え

ば、会費１０万円、補助金１０万円が収入となる場合、支出が２０万円だと差

し引きゼロの収支となる。 

事 務 局 多くの自治会がコロナ禍以降も事業が縮小して活動しており、補助金以上に

繰り越しされている状況が見受けられた。集会所を有する自治会は施設の維

持管理に経費が発生しているが、現状では自治会への町からの支援に差がな

いので、集会所の有無を考慮したいと考えている。ただし、集会所を持たない

自治会がただ補助金を下げられるという状況は避けたいので、「会員だけでな

く未加入世帯も対象とした事業を実施した際の補助が欲しい」という声に応

えるため、加入促進補助金の制度を考えた。この補助金を利用すれば、現状よ

り補助金の交付額が増えるという自治会も出るかもしれない。 

会 長 自治会の中には自治会費を徴収することがネックという声もある。会費を徴

収せずに、町の補助金だけで運営できるようにしてはどうか。町から補助金が

出ないのであれば自治会活動をやめるという自治会もある。補助金の額を下

げるのではなく、今年度は支出がないから申請しないなど柔軟に対応できる

ようにしてはどうか。 

事 務 局 現在のコミュニティ振興補助金交付規則では、交付基準が「町長が必要と認め

た額に毎年６月１日現在の世帯数を乗じて得た額」となっており、満額を申請

するか申請しないかの０か１００という状態。今回の見直しでは、上限額を定

め、その範囲内で事業に必要な金額を申請できるようにしようと考えている。 

会 長 いいと思う。もう何年もこの補助金の議論をしているので、どこかで結論を出

すのがよいと思う。 

事 務 局 この補助金を組み立てていくうえでお聞きしたい。未加入世帯も対象とした

イベントを行うのにどの程度の金額が必要か。現在示している予算の配分は

あくまでも案なので、ご意見を伺いたい。 

地 域 代 表 現在実施しているイベントには会員以外の方も参加している。会員か否かは

判断がつかない。そうなると多くの自治会が申請可能となり、４万円では１自

治会あたりの補助が足りなくなると思う。 

地 域 代 表 未加入世帯を対象としたイベントに対して自治会費を充てると、会員から 「な

ぜ自分たちの会費を使うのか」という声が出るため、実行委員会を結成して自

治会から補助金を出している。ただ補助には限界があるため、内容が乏しいも

のになる。また、補助対象が「自治会が実施する事業」となると、実行委員会

が主体のイベントは対象となるのかなどの疑問はある。自治会主体のイベン

トにすると、手伝いたくないから自治会に入りたくないという声もある。 

地 域 代 表 イベントの事業費は、夏祭りは売上差し引きで２０万円、餅つきが１０万円程

度。スタッフは役員やボランティアを募集している。 



会 長 意見交換会ではこのような補助金の使い道の話などを聞きたい。新しく自治

会長になった方はお金の使い方がわからないという声も聴く。他の自治会が

どのようにお金を使っているのか知りたいのではないか。 

地 域 代 表 例えば、町が収支決算書の中身を精査し、収支の金額によって補助金の金額に

色を付けてみて、プラス収支なら補助金をなしにするなどしてはどうか。 

会 長 事業補助金の申請額が少なければ、余った分を別の補助金に回せるのか。 

事 務 局 そのように考えている。 

事 務 局 本日いただいたご意見を踏まえて制度案を更に検討し、秋頃にお示しさせて

いただきたい。 

 

 

【案件４】その他 

事 務 局 （自治会への回覧物を町ホームページで掲載開始したことを報告。） 

地 域 代 表 昨年度ヒアリングに訪れた集会所の耐震診断は行ってもらえるのか。 

事 務 局 耐震診断の実施については、今後検討していく。 

 

 

以上 


